
                              

 

「周波数帯の横断的活用を実現する移動通信ネットワークの研究開発」の概要 

 

１．目的 

2030 年代に 5G から 6G へと段階的に移行していくことが見込まれる移動通信ネットワークは、5G と 6G が共存する

ネットワークの高性能化や周波数のひっ迫状況の解消といった技術課題の対応が急務となっています。5G と 6G が

共存する移行期において、両世代のネットワークに適用可能な技術の確立が求められており、特に、2030 年代に

予測される情報通信量の増加や、人・モノ双方からの多様な通信要求に対応するためには、柔軟かつ高性能な

通信基盤の整備が不可欠です。また、6G への円滑なマイグレーションを実現するためには、既存の 5G インフラの

活用に加え、現在 5G で利用されているミリ波帯の利活用に関する課題の克服や、ネットワーク全体の

エネルギー効率を高める環境配慮型の設計も重要な検討事項となっています。  

 

2.  本研究開発の技術課題と体制  

【本研究開発の技術課題（詳細）と担当企業】 

技術課題 担当企業 

ア 高度化された vRAN※2 によるネットワーク制御技術 

1）周辺環境情報などを活用し、複数周波数帯に対応した AI による無線リソースの  

最適制御技術 

NEC 

2）高度化された vRAN による無線リソース・計算リソースの動的制御技術 ドコモ、NEC、

1FINITY、NTT 

イ 周波数有効利用に資するネットワーク構築技術 

1）カバレッジ拡大と計算リソース制御対応を実現する複数周波数帯に対応した    

RU 技術 

ドコモ、NEC、

1FINITY、富士通 

2）複数周波数帯の無線リソースを処理・制御でき、計算リソースの性能向上と

動的制御に対応した CU/DU 技術 

NEC、1FINITY 

3）柔軟かつ稠密（ちゅうみつ）なネットワーク展開を可能にするサブテラヘルツ帯

ネットワーク構築技術 

NTT、NEC 

 ※技術課題ア、イともに、ドコモが代表研究機関 

 

 

別紙 



                              

 
図. 本研究開発の技術課題 

 

【各技術課題に対する各社の役割】 

技術課題ア：高度化された vRAN によるネットワーク制御技術 

ドコモ 研究開発全体の取りまとめを担うとともに、複数の周波数帯を横断的に活用するネットワークの

統合実験や、デジタルツインを活用したシミュレーション技術の研究開発を担当。 

実際の通信サービスの導入を見据え、技術の有効性を総合的に検証する役割を果たす。 

NEC AI を活用して通信品質を予測し、複数の周波数帯を最適に使い分ける無線リソース制御技術や、

性能向上に向けた高度な vRAN 制御技術の研究開発を担当。 

ネットワーク性能を高める中核技術の開発を担う。 

1FINITY 無線リソースと計算リソースを一体的に制御し、AI を活用して通信性能を維持しながら消費電力

を抑える技術や、複数の周波数帯に対応したネットワーク装置技術の研究開発を担当。 

高性能化と省電力化の両立に向けた基盤技術の開発を担う。 

NTT 中長期的な通信需要の変化を見据えた無線アクセスネットワークの設計技術や、高周波数帯を

活用したネットワーク構築技術の研究開発を担当。 

将来の 6G 時代を見据えたネットワーク設計・展開技術の確立を担う。 

 

 

技術課題イ：周波数有効利用に資するネットワーク構築技術 

ドコモ 研究開発全体の統括を担うとともに、複数の周波数帯を横断的に活用する移動通信ネットワークの

設計・評価・実証を担当。 

端末側のマルチバンド無線機構成技術の研究開発にも取り組み、5G から 6G への円滑な移行

を見据えたシステム全体の実用化を推進。 

NEC 複数の周波数帯に対応した基地局装置の中核技術を担い、FR3※3 対応 RU※4、

高性能 CU/DU※5、サブテラヘルツ帯 RU を構成する CMOS IC※6 などの研究開発を担当。 

高性能化と周波数帯の柔軟な活用を支える基地局技術の実現を推進。 



                              

1FINITY 複数周波数帯対応 RU の構成技術や、計算リソース制御による低消費電力化を実現する

CU/DU 技術の研究開発を担当。 

AI を活用して高性能化と省電力化を両立する vRAN 基盤の実現に貢献。 

NTT サブテラヘルツ帯を活用した拠点間無線エントランス回線技術の研究開発を担当。 

300GHz 帯 を用 いた超 高 速 ・ 大 容 量 無 線 伝 送 技 術 により、柔 軟 かつ高 密 度 な

次世代ネットワーク構築を支える基盤技術の確立をめざす。 

富士通 高効率・低コストなデバイス技術の研究開発を担当し、複数周波数帯対応 RU に必要となる

電力増幅器などの低消費電力化・低コスト化を推進。 

ネットワーク装置全体の効率向上を支えるデバイス基盤技術の開発を担う。 

 

 

3.  本研究開発の主な成果目標（2029 年度末時点）  

 本研究開発は、各技術課題を解決し既存の 5G の無線制御と比較して通信性能や効率性を向上させることを

目標としています。 

【主な成果目標】 

① 通信性能の向上 

移動端末の実効スループット：2 倍以上 

高周波数帯の利用率：2 倍以上  

② 効率性の向上 

ネットワーク全体の消費電力：1/2 に削減 

基地局のコスト効率：2 倍 

 

 

※3 7～24GHz 付近の新たな周波数帯を指し、従来の Sub6 帯とミリ波の中間に位置します。高速大容量通信と実用的なエリアカバレッジの

両立が期待され、6G 実現に向けた重要な周波数帯として検討されている。 

※4 Radio Unit。基地局を構成する装置の一つで、アンテナと接続され端末との間で電波の送受信や信号変換を行う無線部。 

※5 Central Unit/Distributed Unit。DU は無線信号の処理を行い、CU は通信制御やコアネットワークとの接続を担う装置であり、

RU と連携して基地局機能を分担する構成となっている。 

※6 低消費電力で高い集積度を実現できる CMOS（相補型金属酸化膜半導体）技術により構成された半導体集積回路で、 

プロセッサやメモリなど幅広い電子機器に用いられる。 


